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產
の
擴
隄
に
次
が
僂
格
.の
暴
落
は
そ
の
自
然
的 

な
..囘
復
ゼ
困
難.な
ら
し
め.
た
,0
:
.即
ち
價
楮0:
問
題
妃
生
藤0;
問
歡
お
；
§

別
ば
#

續
す
'̂
0

^
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货
，國
寒
の
电_

統
_

於
險
^
採
ヶ
上
げ 

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
私
い
か
、
或
ひ
ば
價
格
と
也
菡

<!
;
,
ゆ
晛
に
ゼ
り
仲
縮
性
の
ぎ
る
挪

|

^

作
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
な
.
け
れ
ば
な
ら
ぬ0 

し
か
も
著
者
に
ょ
れ
ば
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舊
き
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の
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べ
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.
れ
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べ
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ざ

龙

紙
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明
ら̂

巧

未

だ

ま

場(0
舭

織

に

っ

：
ぃ

.て
'

の

^

數

の

試

み

の
 

域
を
■

し
な
い
；も
の
で
ぁ
石
0

從
0

て
我
.

.々
に
ど
っ'
て
ば
、
現
掛0:
:

激
愉
渦
中
に
於
て&

歡
き
價
格
の
低
落
に
<>
;

い
で
：爲
か
れ
て
ゐ
る
論 

部

が
■

我
.
^
K
奮
き
經
濟
へ
の
復
獻
に
向
ゆ
せ
る
か

r

新
じ
ぎ
經
濟
に
向
ゅ
也
る
も
の
で
ぁ
ふ
か
を
去
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^
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,本
位
田
祥
男
著「

農
産
物
の
.價
楮
銃
制」

有
斐
閣
、
昭
和
十
雄
十
ニ
月，

.

本

寶

響1.

部

象

れ
^

ゃ

翁
1
ー
部
は
農
產
物
價
格
論
帑
あ
ち_
1
.
1部
^

於
：て
.ほ
各
國
柯
於
け
：る
農
產
物
俱
讓
制
の：^

ら
れ
奋
。
笑
.デ
.ダ
.の
；小
褒
ブ
1:
:
ル
、
.:
.'.ブ
ラ
：ジ..：
ル
^
.
於

け

る

珈

琲

豫

疏

け
る
農
産
物
ひ
輸
出
終
制̂

我
が
國
に
於
け
る
生
絲
の«
格
線
制
'

■

護

鎮
:0
.輸
出
統
制
、.

」

米
棉
の
生
產
統
制)

：.：そ
1>
七
匕 

證
的
硏
究
の
歸
結
と
し
セ.
@農

產

物

價

格

統

制

の

豳

論

が

第

三

部

を

權

成

ず

今

輕

：
，
へ

丫

.
:

流
！

濟
內
^

於
て
第
今
次
的
に
分
配
釔
決
洚
ず.る
：も
0

は
惙
格
0
問
題
で
あ
る
0

>

1

^

下̂
は
利
潤
*
勞
賃
.の
饪
下
を
齎
ち.す
0 

特
に
企
業
獨
占̂

i

iv>
場
合
、：

又
ば
容
易
贮
他
の
：企
業
忙
轉
ず
る
岑
と
が
不
可
^

な
場
合
：.に
；は
>
利
潤
は
平
均
化
せ̂

れ
る
2:
と
.な
く
、 

往
々
.に
し
で
高
利
潤
又
ぼ®
利
潤
を
長
^

間
#

續
せ
1>
.め

，る
：？
義

：は

^

>;
る

企

業

の

；
：
一

:

0汝
^

.勞
働
組
織
の
特
殊
性
か
ら
、.普
通
に
V 

■分

配

の

：
問

題

は

經

營

內

に

.於
て
で
は
な
く
し
て
、
商
業
資
本
と
農
民
自
ら
と
：の
，關
係
に
於
て
あ 

ら
は
れ
る
。

r

X
業
勞
：_

は
其
の
賃
銀
を
雇
主
：た
る3:
場

ょ

泛

支

拂

は

：れ
る
ー
が
ぶ
自
ち

^

計

算
.に

於

て

農

場

を

經

營

す

各

農

夫

は

其

.の 

買
主
た
る
商
業
資
本
よ
り
其
の
賃
銀
を
亥
拂
は
れ
石
。

」

こ
、
に
反
產
運
動
の
根
據
が
求
め
ら
れ
る0.
農
産
物
價
格
は
農
民
べ
の
報
酬
を 

決
宛
す
る
要
因
と̂

で
.單
に
«

民
の
關
心
•で
ぎ
る
ば
か
り
で
な
く
、
：原
料.品
の
：獲
得
及
び
製
品
の
市
場
と
し
て
產
業
資
本
の
、
又
食
料 

品
0 .

.騰
落
^ :

通
^

て
消
費
者
0 ,
關

心
<?
-

;
& ;

づ
孓
ゐ
る
こ
在
は
明6

か
で
あ
る
0
. ;
:

.

^

#
に
'從
へ
.ぼ
盤
產
物
惙
格
變
動
の

(

短
期
雜
の
#

質
ど
：し
亡
、
^(

ブ
儈 

と
の
鎮
又
匣
1
;年
內
^

廣
ガ
#

節
的
變
@

の
.差
：齡
擧
げ
^

稅

、
，
長

期

變

動

：
ひ

傾

向

：あ

：

1,
:て
.は

產

業1
艟
^

齟

薜

物

歎§

ぃ
て
み#
著
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反
.
對

翁

養

て

響

凍

：繁

る

，鱟

ば

農

霧

霧

形

^

ら
坐
ザ
各
も
わ̂

あ
ふ
が
、
農!
^

產
»

そ
の
對
象
が
逢
命
ぞ
有
^

る̂

/
ど
^

大
，な
る
特
質
を
も
つ
；て
ゐ

.；る
9

ぞ
：の
靖
果
賣
格
珍
或
上

我
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(

一.)

.

.

.

.生
產
跆
長
期
間
を
要
す
石
こ
と”

從
つ
て
坐
產
の
途
中
：に
於
て̂
«

‘を
^

^

^

«

い̂
、こ
と
ー
、̂

_

_

«
を
：有
す
る̂
^

'

■

欝

.の
，書

要

者

た

ら

し

.め
ら
れ
.る
&
ふ
!0
;'
-

|
-̂
,

;

'
. 
€
.
ソ
 

,
 

..
;
;

;2
0

,
坐
產
.の
：需

的

な

こ

と

。
農i

他の產業に比瑗境士して

^

氣

候

風

土.に

支

配

，
せ

も

れ

多

：
こ

雀

大

せ

：
あ

る

o
.こ

.

の 

&■
と
：
は

生#

の
：調

節

畜

難

に

じ
”

又
商
祸
&

耐
久
性
め
が
^

崔
と
-は

時

間

窗
.

-

 ̂

.
•'
:
:

.

(
.
1
©

.-

勞
働
に
於
け
.る
特
質
^

農
業
翁
働
a

有
機
的
.で
^

:

遂̂

次

的

で

：
あ
^

が

ら

：最

勞

働

忙
^
^

こ
の
ご
と
が
農
業
に
於
て
機
械
^

«

達

：
レ

^

‘
い

»

«

せ
$>
'

丨
、.
龙
農
制
度
の
普
及
を
さ
ま
た
げ
て
ゐ
る
點
で
あ
る
。

X

ハA)

、

勞 

働
が
季
節
的
に
勞
働
ね
桦
質
^-

變
へ
を
0

み
な̂

；

f
、

勞
勵
*:

灯
需
馨
異
故
る
衫
じ
ち
か
ら
當
然
過
：剩
勞
働

：

が
生
じ
：て
來
る
。B
_

)

 

農
業
經
昏
に
：於
て
ぼ
勞
働
、は
氣
く
ほ
自
家
勞
働
で
あ

.り
、
ブ
ぞ
办.收
^

:

^
勞
麻
得
(£
)

性
質
を
帶
び”る
：の
で''
-
>
か
¥

吝
經
營
0
:下
：に 

は
坐
產
鸷
の#

财
ば
極
め
弋
闲
難
で
あ
り
*

特
^

不

景

赛

際

、％
^

農
產
物
慣
格
呔
現
金
支
出
.の
：限
度.に
神
1̂

下
'げ
^

§

傾

向

を
 

有

ず

る

。
'
.
'
:

.:

.
'
,
编 

て

.
-.
'
•て
デ
？k

:

.

;

■

.

1

一
、
需
要
側
の'特
質
。
農
産
物
に
對
す
る
需
要
は
一
般
に
非
彈
カ
的
で
あ
る
と
云
は
れ
る
が
、

こ
れ
が
季
節
性
と
相
俟
つ
て
暴
騰
暴 

落
の
原
因
と.な
る
.

。

.

.
'三
，
配
®

織
の
特
殊
性
？
農
產
物
の
時
間
的•空
®

調
擊
の
.#.
要

：財

ら

配

給

資

本

：

(

貢
集
商
*
問
屋
^

と
農
民
と
ぬ
1

關
係
を 

生
免
ざ
が
>

*
產
物
の
市
慎
は
商
人§
&

手
關
係
に
尨
つ.
.て
定
套
^

0
こ
.：0
^

.ど
^

^
局

價

鍵

動

を

大

な

ら̂

む
.る
1
ら

©
要
因
で

あ

ん

ダ

フ

. : 

■ 

. 

• 

/
•
-
- 

.
-
.
• 

.

.

y

ふ
::
'
.'1

、'
從
つ
本
農
業
經
營
ぬ
ど
づ
て̂

要
怒
P

と
ば
價
袼
.の
安
定
で
あ
る
が>'
>

1
栉
等
©
:特
殊
性
か
ぢ
農
民
は
そ0
慎

格

ゃ

囘

$

エ

業

と 

の
.連
帶
|
1ば
期
待
す
各
こ
と
は̂

^
な
い
0

:

«民
.は
常
.に
_

&
ぬ
努
ヵ
_

ょ
つ
弋
高
い
'農

產

彻

慎

格

を

維

|
^
,
-
.
政

府

は

又

農

揭

の

爲
 

め
に
之
怒
調
節
す
る
必
要
が
多
る
。
じ
が
も
こ
れ
等
0

特
殊
性
.の
^

^

術
的
特
|

#

く
ネ
の
€>
改
善
杜
急
激
に
は
行
饺
れ
難
い。
. 

從

：つ
：
で
.电
ガ
ゅ
其
の
經
濟
的
特
質0
改
善
に
注
が
れ
セ
ゐ|

-;
'

》

打
::
:

-

'

,ー
デ
 ̂

ぐ
.：

喪

っI

读
:-
-

A

:;
-
,

:':
:
.
-農
業
0

多
ぐ
：<0
-
.經
濟
的
不
利
は
小
經
營
に
あ
る
が
ナ
大
經
營
が
技
術
的
に
制
約
せ
ら
れ
ザ
ゐ
る
以
土

3

先
づ
あ
6

は

れ

：
で

來

る

も

の 

は
流
通
過
程
：に
於
け
る
統
制
で.あ
る
o
,し
か
も
價
格
政
策
は
强
カ
尨
名
經
濟
的
獨
古
去
權
ヵ
と
に
^
^
强
荇
の
一
外
は
公
定
價
辂
を
決
定 

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
農
産
物
の
債
格
銃
制
は
供
給
數
量
の
調
節
に
ょ

R

、一

般
市
場
價
格
の
構
成
原
理
を
通
じ
て
債
格
に 

間
接
に
働
.含
か
け
.
.る

に

過

ぎ

，

な
：：

い
:o
:
從
り
て
こ

の
場
合
問
題
と
な
る
の
は
產
業
組
合
を
中
心
と
す
る
協
同
組
合
•
販
賣
組
合
で
あ
る
が
、 

農
產
物
價
格
の
激
變
が
配1

織
に
羚
て
商
人
0

茭
配
下
#

谗

為

こ
;&
:に
；
そ

の

十

囟

夤

毽

く

も

ぬ

，
で

あ

る

限

汽

：

»

寶

祖

：合

の

.
發

達

抵
 

そ
れ
丈
商
人
の#

力
を
排
除
し
で
慣
格
變
動
の
幅
を
出
來
省
文
_

す
る
^

め
で
あ
る
ポ
沒
；|骑
<?
■>vn
-
 

a

タ
タ
ト
肖
.々。

ぐ 

.-
:

^
か
し
販
寶
統
制
は
貿
八
れ
叉
は
商
品
奄
檐
保
:<
?
:求
洛
資
金
の
_

通
|

^

て
*

^

^
勸

：丄

_

的

慣

楮

暴

落

乃

至

數

年

間
 

次
的
變
動
だ
調
整
す
る
こ
：と
は
两
能
资
あ
る
け
れ
共
^

長
期
變
動
把
對̂

で
は
單
な
：る
販
寶
統
制
は
条
の
届
的
玄
達
％
得

な

い
.(
0

.長
期 

過
_

|

把

際
11
>
て

の

：
販

寶

統

制

が

如

何

に

滞

貨

を

：累

齋

し

^

潜
往
的
控
市
傯
1

追
1

.
私
は
我
.が
坐
絲
、.

力
^

次

の

、
小

麥

？

：

ブ

ラ 

ジ
ル
の
珈
琲
等
に
於
て
明
ち
か
に
示
患.る
所
で
彭
る
10
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農
產
物
價
格
に
づ
い
：
.て
.の
近
：著 

1

五
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七
三
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こ
れ
が
特
ば
農
業
坐
產
が
販
寶
統
制0
外
忆
坐
產
銃
制
を
必
要'̂
す
る
所
以
：で
あ
る0
;し
か
し
生
產
統
制
は
種<

0
困
難
を
伴
ふ
<
> 

(

这
農
業
坐
產
物
は
農
民
ぬ
爱
酣
か
ら
技
術
的
杧
超
越
^

る

ヒ

涔
.

^

^

尙
1
:曆
パ
^

産
を
增
加
す
る
倾
向
：に
あ"る
&

^

^今
の
：傾
向
^

ホ
農
經
營
に
於
セ
は
み
層
著
芯
辚05
更

に

作

付

反

：別.0
制

限

.に

ょ

る

集
 

約

的

經

營

；
へ
：

.の
迆
膜
-:
'
>

(

9

ー
含
部
の
坐
產.統

制

：の

無

價

値

な

:&
士
1:
:
'雷

め

爲

め
.に
：生

震

限̂
し
^

ヤ

冷
：
：
^

金
を
^

丨
/:
*

达
金
坐
產
制
限
者
に
分_

洛
等
種
.々
<0
手
段
が
講
ぜ
ち
れ'る
9)

こ
，\
め
度
產
統
制
の
限
界
が
あ
り
-
ト
の
主
體
が
考
へ 

ち
：れ
名
ゎ
け
セ
あ̂

が
^'

結
局
協
尚
組
合
射
義
者
で
あ
各
著
者
は^
農
業
の
如
舍
分̂

^

.る
經
營
に
#
:
て
.
.は
.農
民
：の
顧
固
な
名
團
體
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?
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